
⑩

渋

沢
家
よ
り
作
品
寄
贈

昭
和
八
年

一
月
、
渋
沢
敬
―――
よ
り
橋
本
雅
邦
お
よ
び
瀧
和
亭
筆
の
襖
が
本
校

へ
寄
贈
さ
れ
た
。
寄
贈
書
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

コし吾"

橋
本
雅
邦
箪
襖
戴
拾
枚
縁
及
引
手
付

紙
本
墨
聾
四
季
山
水
園
、
内
四
枚
ハ

表
裏
雨
面
二
描
ケ
リ
、
明
治
三

十
三
四
年
頃
ノ
作

同
箪
明
リ
障
子
腰
貼
八
枚
縁
及
引
手
ナ
シ

右
二
連
績
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
同
時
ノ
作

瀧
和
亭
箪
襖
拾
賦
枚
縁
及
引
手
付

紙
本
着
色
巖
波
千
鳥
繭
、
内
四
枚
ハ

表
裏
雨
面
二
描
ケ
リ
、
又
二
枚

ハ
板
戸
貼
ナ
リ
、
明
治
三
十
三
四
年
頃
ノ
作

右
祖
父
榮
一
起
居
致
居
候
飛
鳥
山
ノ
弊
邸
ニ
テ
用
ヰ
居
候
モ
ノ
ニ
有
之
今
般

御
校
へ
寄
贈
仕
度
候
間
可
然
御
取
計
被
下
度
候
也

昭
和
八
年
一
月
二
十
日

東
京
美
術
學
校
長
和
田
英
作
殿

子
爵
澁
澤
敬
三
〔
印
〕

こ
の
う
ち
雅
邦
筆
の
襖
と
障
子
腰
貼
は
昭
和
十
年
竣
工
の
正
木
記
念
館
の
二

階
和
室
に
取
り
付
け
ら
れ
た
。

⑪

ラ
ゲ
ー
ザ
の
遺
作
お
よ
び
清
原
玉
の
作
品
の
寄
贈

昭
和
八
年
十
一
月
、
ヴ
ィ
ン
ツ
ェ
ン
ツ
ォ

・
ラ
グ
ー
ザ

(V
i
n
c
e
n
z
o
R
a, 

g
u
s
a
 1
8
4
1ー

1
9
2
8
)

の池坦

11十
六
占
心
か
そ
の
郷
守
里

。ハ
レ
ル
モ
市
に
住
む
エ
レ

オ
ノ
ラ

・
ラ
グ
ー
ザ
夫
人
（
清
原
玉
）
か
ら
本
校
に
寄
贈
さ
れ
、
併
せ
て
夫
人

の
油
画
四
点
も
寄
贈
さ
れ
た
。
『
校
友
会
会
報
』
第
三
号
所
載

「
文
庫
薬
報
」

に
は
次
の
よ
う
な
作
品
が
記
さ
れ
て
い
る
。
〔
〕
は
『
東
京
芸
術
大
学
芸
術

資
料
館
蔵
品
目
録
彫
刻

ll
』
所
載
作
品
名
で
あ
る
。

函
国
某
伯
爵
夫
人

〔
ケ
レ
ル
女
像
〕

日
本
の
俳
優
（
九
代
目
団
十
郎
）

日
本
婦
人

小
児
の
バ
ッ
カ
ス

消
原
玉
像

娘黒
田
長
薄
像

天
国
に
向
ひ
て

ラ
グ

ー
ザ
作
品

ガ
リ
バ
ル
ヂ
騎
馬
像

以
上
石
行
各

一
点

大
理
石
一
点

ハ
レ
ル
モ
の
女

正
義
（
ラ
イ
オ
ン
）

〔本〕

日
人
婦
人

日
本
の
大
工

祈
り
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